
総

務

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
審
査
結
果
〕

文
教
福
祉

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
説
明
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
説
明
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
審
査
結
果
〕

合

併

問

題

特
別
委
員
会

〔
説
明
〕

〔
説
明
〕

〔
審
査
結
果
〕

常
任
委
員
会

一
般
会
計
予
算

選
挙
費
に
つ
い
て

ミ
ス
を
再
発
し
な
い

た
め
の
対
策
は
。

前
回
の
市
議
選
で
は

得
票
数
の
入
力
時
に
ミ
ス
が
生

じ
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
バ
ー

コ
ー
ド
を
利
用
し
た
集
計
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
。
投
票
用
紙

関
係
で
は
持
ち
帰
り
防
止
の
た

め
、
投
票
函
と
立
会
人
の
距
離

を
三
㍍
と
す
る
な
ど
投
票
場
の

準
備
要
領
も
見
直
し
た
。
ま
た
、

先
進
地
の
視
察
も
実
施
し
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
す
べ
て
見
直
し
た

の
で
、
選
挙
事
務
従
事
職
員
に

対
し
、
そ
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

今
回
の
裁
判
の
判
決

を
見
る
と
、
疑
問
票
に
対
す
る

判
断
が
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
よ
う

だ
。
機
械
力
に
頼
る
ば
か
り
で

な
く
、
判
断
を
間
違
え
な
い
よ

う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

有
効
無
効
を
判
断
す

る
、
候
補
者
ご
と
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
対
応
す
る
。

旧
諸
富
町
塵
芥
焼
却
場
解
体

事
業
に
つ
い
て

解
体
の
際
に
有
害
物

質
の
飛
散
等
が
考
え
ら
れ
、
工

事
期
間
も
七
月
か
ら
十
月
の
計

画
で
、
時
期
的
に
風
水
害
等
が

心
配
だ
。
周
辺
住
民
へ
の
説
明

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

施
設
内
に
は
汚
染
物

質
が
含
ま
れ
て
い
る
と
判
断
し

て
お
り
、
有
害
物
質
の
飛
散
や

土
壌
の
汚
染
問
題
等
地
域
住
民

の
方
も
心
配
さ
れ
る
と
思
う
。

そ
こ
で
事
前
に
周
辺
住
民
の
方

に
解
体
す
る
旨
を
伝
え
、
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
住
民
説
明
会

を
開
催
し
て
い
く
。
ま
た
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
炉
を
解
体

し
た
経
験
を
い
か
し
な
が
ら
安

全
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

市
民
活
動
保
険
経
費
に
つ
い

て

こ
の
保
険
で
は
活
動

場
所
へ
の
往
復
途
中
で
の
事
故

は
保
険
対
象
に
な
ら
な
い
の
か
。

自
治
会
活
動
保
険
と

は
違
い
、
こ
の
市
民
活
動
保
険

で
は
、
市
民
活
動
中
の
事
故
は

当
然
対
象
に
な
る
が
、
往
復
途

中
の
事
故
に
つ
い
て
は
市
民
活

動
と
の
関
連
性
の
証
明
が
困
難

で
あ
る
と
考
え
、
保
険
の
対
象

外
と
し
て
い
る
。す

べ
て
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
。

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
検

診
委
託
料
に
つ
い
て

旧
町
村
部
で
基
本
健

診
や
各
種
検
診
の
受
診
率
が
下

が
っ
て
い
る
が
、
対
策
は
。

三
十
分
刻
み
で
時
間

が
指
定
で
き
る
電
話
予
約
制
を

と
っ
て
い
る
点
や
、
市
内
ど
こ

で
も
受
診
で
き
る
点
な
ど
を

も
っ
と
広
報
し
て
い
き
た
い
。

一
般
会
計
予
算
中
、
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
整
備
に
つ
い
て

独
居
高
齢
者
等
に
対

す
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
新
消
防
方
式
を
採
用
す

る
。
こ
れ
は
三
件
ま
で
電
話
番

号
を
登
録
で
き
、
近
隣
の
協
力

者
や
親
族
、
消
防
局
等
に
通
報

す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
十
九
年

度
に
旧
佐
賀
市
、
二
十
年
度
に

旧
町
村
を
整
備
し
た
い
。

旧
町
村
で
採
用
さ
れ

て
い
る
警
備
会
社
方
式
に
は
相

談
機
能
も
あ
る
が
、
新
消
防
方

式
に
統
一
す
る
こ
と
で
失
わ
れ

て
し
ま
う
。
代
替
策
は
。

愛
の
一
声
運
動
や
高

齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
、

現
行
の
様
々
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
組
み
合
わ
せ
、
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
統
一
的
に
対
応
し
た
い
。

佐
賀
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て地

方
税
法
の
改
正
に

伴
い
、
介
護
分
の
上
限
額
を
八

万
円
か
ら
九
万
円
に
改
め
る
。

松
本
市
、
石
巻
市
の

よ
う
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
乳

幼
児
が
い
る
世
帯
に
は
、
滞
納

が
あ
っ
て
も
国
保
証
を
交
付
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
国
保
税

の
減
免
措
置
の
範
囲
を
広
げ
る

検
討
は
行
わ
な
い
の
か
。

今
回
の
当
初
予
算
で

も
基
金
を
取
り
崩
す
予
定
で
、

二
十
年
度
に
は
国
保
税
値
上
げ

の
可
能
性
も
あ
る
。
現
在
の
財

政
状
況
で
は
減
免
範
囲
の
拡
大

は
難
し
い
。
納
税
相
談
を
し
て

い
く
ら
か
ず
つ
で
も
分
納
し
て

も
ら
え
ば
、
資
格
証
で
は
な
く

短
期
証
で
対
応
し
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
相
談
し
て
も
ら
い
た
い
。

す
べ
て
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
。

一
般
会
計
予
算
中
、
合
併
関

連
費
約
三
億
九
百
万
円
に
つ

い
て

こ
の
予
算
は
、
例
規

整
備
等
の
合
併
関
連
経
費
と
し

て
約
二
千
五
百
万
円
、
電
算
シ

ス
テ
ム
の
統
合
経
費
と
し
て
約

二
億
八
千
万
円
、
合
併
協
議
会

運
営
経
費
と
し
て
約
三
百
三
十

万
円
な
ど
で
あ
る
。

第
六
十
五
号
議
案

財
産
の

取
得
に
つ
い
て

南
部
三
町
と
の
合
併

に
伴
い
、
佐
賀
市
で
現
在
使
用

し
て
い
る
基
幹
行
政
シ
ス
テ
ム

と
行
政
支
援
シ
ス
テ
ム
を
、
川

副
町
、
東
与
賀
町
及
び
久
保
田

町
に
も
配
置
し
、
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
約
三
百
台
の

パ
ソ
コ
ン
と
約
四
十
台
の
プ
リ

ン
タ
の
購
入
を
行
う
も
の
で
あ

る
。

す
べ
て
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
。

旧諸富町塵芥焼却場



経
済
企
業

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
付
帯
事
項
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
意
見
〕

建
設
環
境

〔
説
明
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
意
見
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
説
明
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
審
査
結
果
〕

〔
審
査
結
果
〕

常
任
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
企

業
立
地
支
援
事
業
に
つ
い
て

今
回
の
補
助
対
象
企

業
は
、
新
規
雇
用
者
五
名
以
上

の
補
助
要
件
を
満
た
す
の
か
。

ま
た
、
規
則
・
要
綱
の
「
新
規

雇
用
者
」と
条
例
に
お
け
る「
新

規
地
元
雇
用
者
」
の
表
現
が
あ

い
ま
い
で
わ
か
り
に
く
い
が
、

市
内
居
住
者
が
一
名
で
は
要
件

に
該
当
し
な
い
の
で
は
。

三
月
以
降
、
順
次
雇

用
し
て
い
く
計
画
の
た
め
、
要

綱
に
お
け
る
新
規
雇
用
者
五
名

以
上
と
い
う
要
件
は
満
た
す
と

考
え
て
い
る
。
条
例
・
規
則
・

要
綱
に
つ
い
て
は
、
必
要
が
あ

れ
ば
整
備
を
し
て
い
く
。

補
助
金
の
要
件

整
備
を
行
う
こ
と
、
ま
た
条

例
・
規
則
・
要
綱
の
整
合
性
を

図
る
こ
と
。

一
般
会
計
予
算
中
、
銀
天
夜

市
補
助
金
に
つ
い
て

今
年
は
エ
ス
プ
ラ
ッ

ツ
が
再
開
す
る
が
、
周
り
の
商

店
街
と
連
携
し
、
周
り
が
エ
ス

プ
ラ
ッ
ツ
を
盛
り
上
げ
て
い
く

雰
囲
気
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

商
店
街
と
の
連
携
が

一
番
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
思
っ

て
い
る
。
八
月
に
オ
ー
プ
ン
す

る
の
は
銀
天
夜
市
と
タ
イ
ア
ッ

プ
が
で
き
な
い
か
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
。ま
た
、エ
ス
プ
ラ
ッ

ツ
に
も
テ
ナ
ン
ト
会
な
ど
を
組

織
し
て
も
ら
い
商
店
街
の
イ
ベ

ン
ト
や
各
種
事
業
に
参
画
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
動
車
運
送
事
業
（
市
営
バ

ス
）
会
計
予
算
に
つ
い
て

当
初
予
算
で
既
に
約

四
千
九
百
万
円
の
損
失
だ
が
、

具
体
的
な
解
消
策
は
あ
る
の
か
。

ゆ
め
タ
ウ
ン
線
で
二

千
五
百
万
円
か
ら
三
千
万
円
の

増
収
を
予
定
し
て
い
る
が
、
住

宅
等
が
増
え
る
こ
と
で
さ
ら
に

増
収
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
に
は
ワ
ン
コ
イ

ン
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
販
売
促
進

や
、
職
員
の
時
間
外
勤
務
削
減

な
ど
の
人
件
費
の
一
層
の
削
減

を
並
行
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
。

木
材
・
森
林
資
源
の
持
続
的

利
用
推
進
に
関
す
る
請
願
書

に
つ
い
て趣

旨
に
は
賛
同
で
き

る
が
、
市
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
昨
年
に

同
様
の
内
容
で
陳
情
が
行
わ
れ

て
お
り
、
請
願
に
な
じ
ま
な
い

と
思
う
。

一
般
会
計
予
算

道
路
維
持
費
に
つ
い
て

橋
梁
の
危
険
度
調
査

を
行
い
、
危
険
度
大
の
百
六
十

カ
所
を
十
八
年
度
か
ら
十
九
年

度
ま
で
の
二
カ
年
度
約
二
千
万

円
で
優
先
的
に
対
策
を
講
じ
る
。

他
事
業
に
影
響
が
出

な
い
か
。
人
命
に
関
わ
る
の
で

別
に
予
算
計
上
し
て
は
ど
う
か
。

十
九
年
度
は
工
事
請

負
費
を
一
億
七
千
二
百
三
十
万

円
計
上
し
て
お
り
、
全
体
を
調

整
す
れ
ば
で
き
る
範
囲
と
判
断

し
た
。
も
し
影
響
大
な
ら
年
度

途
中
の
予
算
確
保
も
考
え
る
。

こ
う
い
っ
た
事
故
は

子
ど
も
が
多
い
。
大
人
と
子
ど

も
の
目
線
は
違
う
。
配
慮
し
た

対
策
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

焼
却
炉
運
転
委
託
料
に
つ
い

て

焼
却
炉
の
運
転
業
務

は
市
職
員
で
対
応
で
き
な
い
か
。

運
転
業
務
に
は
電
気

技
師
等
さ
ま
ざ
ま
な
免
許
が
必

要
で
、
コ
ス
ト
面
を
考
え
る
と

委
託
し
た
ほ
う
が
安
価
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
・
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落

排
水
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て

下
水
道
供
用
開
始
地

区
内
の
接
続
率
を
ア
ッ
プ
す
る

よ
う
な
対
策
は
。

予
算
計
上
は
し
て
い

な
い
が
十
八
年
度
後
半
か
ら
未

接
続
世
帯
へ
職
員
が
訪
問
し
接

続
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。
十

九
年
度
は
重
点
的
に
行
い
た
い
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計
中
、

汚
泥
減
量
化
試
験
委
託
料
に

つ
い
て

十
八
年
九
月
か
ら
開

始
し
て
い
る
汚
泥
減
量
化
試
験

委
託
料
と
し
て
、
十
九
年
度
分

二
百
六
十
万
円
の
予
算
を
計
上
。

汚
泥
減
量
化
試
験
の

市
の
担
当
職
員
と
薬
品
納
入
業

者
の
代
表
者
は
同
じ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
理
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
癒

着
が
あ
る
の
で
は
と
疑
念
を
持

つ
が
見
解
は
ど
う
か
。

疑
念
を
持
た
れ
る
の

は
残
念
だ
が
、
市
の
顧
問
弁
護

士
か
ら
法
的
に
は
問
題
が
な
い

と
の
回
答
が
あ
り
、
県
内
で
そ

の
薬
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
の

は
そ
の
業
者
だ
け
で
あ
る
の
で

問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

第
五
号
議
案
公

共
下
水
道
特
別
会
計
中
、
汚
泥

減
量
化
試
験
委
託
料
二
百
六
十

万
円
を
予
備
費
に
組
み
替
え
る

修
正
案
が
出
さ
れ
た
が
否
決
。

そ
の
後
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ

い
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
。

佐賀市内産木材を利用した木工品

す
べ
て
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
。
受
理
番
号
一

の
請
願
書
は
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
。

さが市議会だより第7号（平成19年3月定例会)




